
花木の． ンテナ栽培に適した用土と施肥方法

[要約］望_』E-u-Z型土、上-垂乏、 ベニカナメモ壬及びＺ≦_ｕｚのヨーZjZ土栽培では

マサ土、 ボラ土及びピートモスを２：１：２の割合で混合した田主を用いると、
生育

が優れる。 施肥は実生苗のシャリンバイではＩＢ化成を４９～６９、
トベラではＩＢ化

成を６９、 挿し木苗のベニカナメモチ及びアベリアではＩＢ化成を８９施用すると移植

後の生育が優れる。

園芸研究所・野菜花き部・花き花木研究室 連絡先 092-922-4111

部会名 園芸 専門 栽培 対象 花き類 分類 普及

［背景・ねらい］

花木のコンテナ栽培は、植栽後の活着とその後の生育が良好なこと、植栽時期を選ばな
いこと、短期間に大量供給が可能なこと、出荷に際し根巻き等を必要としないこと、など

の利点があるため需要が増大している。しかし、コンテナ栽培に適する樹種の選定、容器
の形状や大きさ、施肥方法、用土の配合割合等については試行錯誤で行われているのが現
状である。そこで、花木のコンテナ栽培に適した用土と施肥方法について明らかにする。
［成果の内容・特徴］

①実生苗のシャリンバイ、トベラ及び挿し木苗のベニカナメモチ、アペリアはマサ土、ボ
ラ土、ピートモスを２：１：２の割合で混合した用土を用いると、移植後の生育が優れ、
樹高が高くなる（図１）。

②施肥は、シャリンバイではＩＢ化成を４号鉢当たり４～６９，トベラでは６９を２回に分
けて置肥すると、樹高が高くなる（図２）。ペニカナメモチはＩＢ化成を８９２回に分けて
施用すると､樹高は高く、分枝数も多くなる。また、アベリアはＩＢ化成８９の２回分施で
‘長枝の生育が旺盛となる（図３）。

［成果の活用面・留意点］

①花木のコンテナ栽培技術資料として活用する。

②ピートモスは、繊維が長く排水のよいものを使用する。
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図１用土の種類が樹高に及ぼす
注）①試験区の内容①－２：

②－２：

③－３：

②移植は平成４年６月、鯛

’用土

す影響（平成４年）
：ｌ：１Ａ－マサ土：ボラ土：もみがら

：１：２Ｂ－マサ土：ボラ土：牛ふんもみがら堆肥
：０：２Ｃ－マサ土：ボラ土：ピートモス

調査は平成４年１２月（１年目）平成５年６月（２年目）
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用土と施肥方法
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平成４年度（平成３～４年）

坂井康弘、小林泰生、谷川孝弘

平成３～４年度園芸研究所野菜花き部花き花木研究室試験成績書

樹
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（ｾﾗｺー ﾄは平成４年６月の１回施肥）
②用土はマサ土：ホーラ土：ビー ﾄﾓｽ＝２:ｌ:２
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肥料の種類・量

図３肥料の種類・量が挿し木苗の生育
に及ぼす影響（平成４年）

注）①施肥量は平成４年６月、10月
年２回の合計

高

図２

肥料の種類・量

肥料の種類・盆が実生苗の生育に
及ぼす影響（平成３年）
①施肥量は平成３年８月、４年６月
年２回の合計

（ｾﾗｺー ﾄは平成３年８月の１回施肥）
②用土はﾏｻ土：ホ・う土：上・‐ﾄﾓｽ＝２:ｌ:２

注）


